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　１０月１日から１０月３日まで、福島県耶麻郡北塩原村で「日本で最も美しい村」連合のフェスティバルが開催

されました。

　新規加盟町村の承認セレモニーでは、福島県大玉村（おお

たまむら）と宮崎県椎葉村（しいばそん）の２村の加盟が認

められ、連合加盟町村は５５町村・地域となりました。承認セ

レモニーの後、新規加盟の大玉村を含めた福島県内の４町村

による「福島宣言」があり、復興に立ち向かう決意が示され

ました。全国各地の加盟町村が集まったフェスティバルの交

流会では、地元北塩原村の食材を使った郷土料理を楽しみな

がら交流を深めました。歓迎してくださった北塩原村の皆さ

ん、ありがとうございました。

　北塩原村は、磐梯山の北側に位置する裏磐梯と呼ばれる地

域で、福島県喜多方市や山形県米沢市に隣接しています。会

場周辺は、雄大な磐梯山や磐梯山の噴火によってできた桧原

湖、五色沼などの湖沼群がつくる大変美しい景勝地で、観光

による産業が盛んな村という印象でした。

　フェスティバル当日は、紅葉が始まったばかりでしたが、

シーズンには見事な景色になることが想像されました。

　また、北塩原村では大鹿村と同じく塩水の温泉が湧き出て

おり、これを利用して「会津山塩」が製塩されています。「会

津山塩」は「日本一高い塩」として有名です。

「「日日本本でで最最もも美美ししいい村村」」連連合合フフェェスステティィババルル22001144iinnききたたししおおばばらら「日本で最も美しい村」連合 フェスティバル2014inきたしおばら
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④特別職の報酬等の状況 （平成25年4月現在）
報　酬給　料
233,000円議 長600,000円村 長 （226,000円）（558,000円）
161,000円副 議 長538,000円副 村 長 （144,900円）（500,000円）
148,000円委 員 長472,000円教 育 長 （133,200円）（448,000円）
135,000円議 員上段：条例で定められた月額

下段：平成25年度1年間の月額 （121,500円）

（注）予算に計上された額です。

大鹿村人事行政の運営等
１．職員の任免及び職員数に関する状況
①部門別職員数の状況

備　　考対前年増減数（人）職員数（人）区分
部門 25年24年25年24年23年

−10677総 務
−10122税 務
00666農 林
00111商 工
00222土 木

−20161818小　　　計
0−1778民 生
00333衛 生
0−1101011小　　　計
2−1423教 育
2−1423小　　　計
0−2303032一般行政計
00111水 道

−10455診 療 所
0−1223そ の 他

−1−1789小　　　計
−1−3373841合　　　計

②一般行政職の級別職員数の状況 （平成25年現在）

計
6級5級4級3級2級1級区　分

参　事副参事課　　長
課長補佐係長・主幹主任・主査主事補

主　事
標 準 的 な
職 務 内 容

301191225職 員 数
100%3%3%30%40%7%17%構 成 比

（各年４月１日現在）

②職員給与費の状況　普通会計一般職員
給　　与　　費（千円）職員数

（人）区　分 計職員手当給　　料
130,74740,64890,0993025年度
126,97939,19687,7833024年度

２．職員の給与の状況
①人件費の状況　普通会計決算

人件費率　Ｂ/Ａ（％）人件費　Ｂ（千円）歳出額　Ａ（千円）住民基本台帳人口（人）区　分
12.2%251,1062,064,3281,10825年度
11.1%248,8952,251,8471,14124年度

③職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成25年4月現在）
平均年齢平均給料月額区　　分
42.7歳286,836大鹿村一般行政職

３．職員の勤務時間その他の勤務状況
①職員の勤務時間と休日 （平成25年4月現在）

勤務時間の割り振り一週間の
勤務時間 週休日休憩時間終業始業

土・日曜日12：00～13：0017：158：3038時間45分

②年次有給休暇の状況 （平成25年実績）

消化率1人当たり
平均使用日数職員数総使用日数総付与日数

20%8.132259.51,281

４．職員の分限及び懲戒処分の状況
該当無し

５．職員の服務の状況
特記事項無し

団　体　等区　分
長 野 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合加 入 保 険 制 度
長 野 県 市 町 村 互 助 会

福 利 厚 生 大 鹿 村 職 員 等 親 睦 会

６．職員の福祉及び利益の保護の状況

７．公平委員会報告事項
　勤務条件に関する措置要求 要求無し
　不利益処分に関する不服申し立て 申し立て無し

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時又は非常勤職員を除いている。
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差引額歳　出歳　入会　　　計

８８１５,２６０１５,３４８国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

１０１０,５３１１０,５４１村 立 診 療 所 特 別 会 計

１５１１,８２０１１,８３５村 営 水 道 特 別 会 計

３５５１７,９２３１８,２７８介 護 保 険 特 別 会 計

６１,８９７１,９０３後期高齢者医療特別会計

収入額税　　目

３,２２８村 民 税

１５,３１３固 定 資 産 税

３７９軽 自 動 車 税

２６０村 た ば こ 税

４６入 湯 税

要　　　　　　　　因増減額項　　目

大鹿発電所等の固定資産交付金の減（減価償却）△２２９村 税

算定経費のうち地域経済・雇用対策費の減△８,２４０地方交付税

地域の元気臨時交付金（４,４４７万円）の交付３,４８９国庫支出金

災害復旧事業補助金（４,２７６万円）の減△４,９２２県 支 出 金

前年度からの繰越金の減△８,１５０繰 越 金

過疎対策事業債借入額の増３,０６０村 債

●平成２５年度に実施した主な事業

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入入
　歳入総額の内、村の自主財源は、村税を中心に３億１,６９０万円余りで全体の１４.７％しかなく、残りの

８５.３％は地方交付税を中心にした依存財源に頼っています。これらは今後の国の施策に左右され、今

後も厳しい歳入状況が続くと思われます。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出出
　歳出では、総務費が６,１５７万円増額となりましたが大きな要因としましては、火葬場の関係で北部総

合事務組合への負担金が１,６９２万円の増、また美しい村交付金と屋根の塗替え補助等の総額で１,５８８万

円となっています。衛生費につきましては、塩河の公衆トイレ建設費用で１,７９６万円、電気自動車充電

施設工事の建設に１,１２２万円となっています。

　村債（借金）の返済額にあたる公債費は、大きな借り入れの返済が終わったため、近年は減少傾向に

あります。

　今後も、財政の健全化を確保しながら、行政課題に対応できる効率的な財政運営を進めていきます。

決算額事　業　名一般会計

２,１０７廃止代替バス運行補助金

総 務 費 ２,７５４電子機器更新

１,５８８美しい村づくり交付金

１,９０８指定管理委託

民 生 費

３３７村外通勤費補助

３１１空家対策補助金

１,２８４子ども手当

６５出産祝金

１,７９６公衆トイレ建設事業

衛 生 費

８４０予防事業（予防接種、検診、指導等）

１,０７４合併浄化槽設置・管理費補助

１,１７８し尿処理経費

２,６３８ごみ収集運搬処理経費

２,０４３有害鳥獣対策関係経費

農 林 水
産 業 費

３８４中山間直接支払い事業

１３大豆価格安定事業

１３,７１３林道整備事業（中峰黒川線・鳥倉線・釜沢線他）

４,１３０森林造成事業（間伐、枝打ち、作業道整備等）

７０私有林造林事業補助

５３５商工振興事業補助

商 工 費 １,２２９観光地トイレ整備工事

１,００２観光施設整備・修繕

決算額事　業　名一般会計

１,３３８村道維持費（沢井線、中沢線他）

土 木 費
１７,０９８村道改良事業（南山線、桐久保線、沢井線他）

９９１河川維持経費（黒川水源他）

２,１９１カラマツの家建設事業

３,４１３広域消防負担金

消 防 費 １,０９１非常備消防経費（消防団等）

１,２８４消防施設等経費

４２２文化財保存関係経費

教 育 費
１,１１１中央構造線博物館等文化施設管理運営経費

６００スクールバス運行

９０２公民館活動、建物維持修繕等経費

２６,１５０村債の元利償還金（借入金の返済）公 債 費

１４,８５４基金への積立金（預金）基 金 費

平成２５年平成２５年度度 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算にににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいてててててててててててててててててててててについて

●村税の 内訳●歳入額増減の主な要因 単位：万円単位：万円

単位：万円

●特別会計 単位：万円

　平成２５年度の一般会計及び特別会計の決算が９月定例会で認定されました。

　一般会計の決算額は、歳入が２１億４,８７７万円、歳出が２０億６,４３３万円で、昨年に比べ歳入で１億４,７１３万円（６.４％）、歳出

で１億８,７５１万円（８.３％）それぞれ減少しました。歳入が減少した大きな要因としては、普通交付税の交付額が減ったこ

とがあげられ、８,２４０万円減少しています。また、繰越金におきましても８,１５０万円減少しています。歳出では、基金への

積み立てが２億７,２７９万円減少したことが大きな要因となっています。

　歳入歳出差引額は８,４４５万円で、そのうち平成２６年度へ繰り越す財源を除いた実質収支額は７,７４０万円となりました。
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平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２５５５５５５５５５５５５５５年年年年年年年年年年年年年年平成２５年度度度度度度度度度度度度度度度 決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算

前年度対比決　算　額
歳　出

前年度比比較２４年度２５年度

△1.9%△482,5882,540議 会 費

20.7%6,15729,79335,950総 務 費

△2.3%△63828,23827,600民 生 費

39.1%6,59616,88523,481衛 生 費

△13.8%△4,25330,89726,644農林水産業費

45.3%1,8234,0265,849商 工 費

22.3%4,81121,52826,339土 木 費

1.4%825,8415,923消 防 費

11.6%1,1549,94911,103教 育 費

△100.0%△5,7715,7710災 害 復 旧 費

△5.0%△1,38527,53526,150公 債 費

△64.7%△27,27942,13314,854諸 支 出 金

△8.3%△18,751225,184206,433計

前年度対比決　算　額
歳　入

前年度比比　較２４年度２５年度

△1.2%△22919,45519,226村 税

△5.0%△1322,6412,509地 方 譲 与 税

△18.8%△31613利子割交付金

81.8%91120配当割交付金

1,550.0%31233株式等譲渡所得割交付金

△0.9%△101,1241,114地方消費税交付金

0.6%4700704自動車取得税交付金

100.0%448地方特例交付金

△5.6%△8,240148,101139,861地 方 交 付 税

△43.7%△114261147分担金及び負担金

△0.6%△203,5803,560使用料及び手数料

44.0%3,4897,92811,417国 庫 支 出 金

△27.3%△4,92218,01013,088県 支 出 金

△11.4%△99869770財 産 収 入

△29.5%△237855寄 附 金

0.0%000繰 入 金

△64.9%△8,15012,5554,405繰 越 金

21.8%6322,8953,527諸 収 入

26.9%3,06011,36014,420村 債

△6.4%△14,713229,590214,877計

単位：万円
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豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村項　　　　目

6,953人6,679人13,527人13,695人1,108人人　　 口(Ｈ２６.３.３１住民基本台帳)

2,059世帯2,155世帯4,304世帯4,541世帯517世帯世 帯 数 （　 　 〃　 　 ）

76.85k㎡66.62k㎡45.26k㎡72.90k㎡248.35k㎡面　 　 積

29.4％31.8％28.2％29.9％50.0％６５歳以上の人口割合（Ｈ２６．３．３１住民基本台帳）

78万円48万円40万円45万円186万円１人当りＨ２５年度
普通会計歳出決算額 54億129万円32億126万円54億2870万円61億3,369万円20億6,433万円決算総額

30.0％48.5％37.0％35.7％65.1％普通会計収入額に占める、地方交付税の割合

25億2,119万円24億2,233万円38億4,433万円40億4,284万円15億6,786万円標 準 財 政 規 模

0.2710.230.3770.3660.137財 政 力 指 数

73.1％78.4％86.6％79.5％67.1％経 常 収 支 比 率

38万円44万円8万円22万円244万円１人当り普通会計の基金
（積立金）残高 26億6,160万円29億5,771万円10億4,244万円30億4,914万円27億541万円積立金総額

53万円39万円51万円30万円118万円１人当り普通会計の借金
（地方債）残高 36億8,437万円25億9,708万円65億9,873万円41億4,395万円13億255万円借金総額

118人113人213人181人51人総 人 数職員数（Ｈ２６．４．１現在） 
※特別会計・企業会計を含む全会
計の職員数。嘱託等臨時職員
を含み、特別職は除く。

68人65人93人104人35人うち正規職員

17.0人16.9人15.7人13.2人46.0人人口千人当り

※各指標の「住民一人あたり」数値は、Ｈ２６．３．３１住民基本台帳人口を用いた。

■各種財政指標の説明

 標準財政規模 数値が高いほど標準的な一般財源の規模が大きい

　普通会計のうち、標準的な一般財源の規模を示すもので、毎年経常的に収入が見込まれる標準的収入額　 
　（計算の方法は概ね、「町村税」＋「地方譲与税等」＋「普通交付税」）

　★県内町村平均；　29億8,371万円　 ／ 県内市町村平均；　78億0,186万円　（平成24年度決算数値）

 財 政 力 指 数 数値が高いほど財政力が強い

　自治体の財政基盤の強弱を示す数値で、標準的な行政運営に必要な財源をどれくらい自力で調達できるかを表す
ものです。この数値が「１」に近いほど、町村の行政運営を町村税で賄えているということで、反対にこの数値が
低いほど地方交付税に依存していることとなります。

　★県内町村平均；　0.33　 ／ 県内市町村平均；　0.38　（平成24年度決算数値）

 経常収支比率 数値が高いほど財政構造が硬直化している

　経常一般財源（毎年連続して経常的に入ってくる財源の中で、町村税や交付税などその使途が特定されず自由に
使える財源）総額のうち、経常経費（人件費、扶助費、公債費など義務的性格の経常経費）に充当された部分の割
合を示します。自治体の財政運営の弾力性を測る指標です。

　★県内町村平均；　78.0％　 ／ 県内市町村平均；　84.5％　（平成24年度決算数値）
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財政健全化判断比率の状況について
　国は、現行の地方財政再建促進特別措置法では、一般会計の赤字を対象にした指標があるだけで、公営企業会計
や観光事業会計などに膨大な赤字を抱えている県や市町村等の地方公共団体の財政悪化を早期発見できない構造的
欠陥があることから、制度自体を抜本的に見直すこととなり、平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関
する法律（財政健全化法）」を公布しました。
　この法律は、財政の悪化状況を見極める四つの健全化判断指標（健全化判断比率）を導入して自治体の財政状況
を全体的に把握し、これまで対象にしてこなかった国民健康保険をはじめとする事業会計や上下水道事業等の公営
企業会計、更には第三セクターの不良債務などもチェック対象とするなど、自治体財政への監視基準を強化するこ
とで、財政危機の早期発見と健全化を促し、財政悪化による住民生活への影響を最小限に止めることを狙っていま
す。　
　平成25年度決算に基づく財政健全化に係る各指標の内容を、下伊那北部５町村と対比しながらお知らせします。

豊丘村喬木村高森町松川町大鹿村財政健全化の指標

ーーーーー（ Ａ ）実 質 赤 字 比 率

ーーーーー（ Ｂ ）連結実質赤字比率

5.5%8.8%17.5%9.1%7.3%（ Ｃ ）実 質 公 債 費 比 率

ー
（▲20.6％）

ー
（▲34.0％）130.8%ー

（▲26.0％）
ー

（▲180.8%）（ Ｄ ）将 来 負 担 比 率

（該当しない場合は「－」にて表示）

■健全化判断比率（4指標）の説明

 実 質 赤 字 比 率（Ａ） ：【早期健全化基準（イエローカード）15％、財政再生基準（レッドカード）20％】
　一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、一般会計等の決算額が、黒字の場合はマイナ
ス比率となり、赤字比率は「該当なし」となります。

 連結実質赤字比率（Ｂ）：【早期健全化基準（イエローカード）20％、財政再生基準（レッドカード）40％】
　一般会計や国民健康保険等の事業会計、上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計を
対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率で、全会計等の決算額が、黒字の場合はマイナス比率となり、赤
字比率は「該当なし」となります。

実質公債費比率（Ｃ） ：【早期健全化基準（イエローカード）25％、財政再生基準（レッドカード）35％】
　標準財政規模に対して、一般会計や上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等全ての会計が負担
する実質的な公債費（元利償還金）がどれくらいの比率であるかを表し、この数値が高いほど公債費（借金返済金）
の割合が高く、財政を圧迫していることとなります。 
　大鹿村では、公債費が減少したことなどから前年に比べ3.7ポイント減少しました。

将 来 負 担 比 率（Ｄ） ：【早期健全化基準（イエローカード）350％】
　一般会計等が、将来負担すべき実質的な負債（上下水道等の公営企業会計並びに第三セクターへの負担等を含む）
の標準財政規模（補正値）に対する比率で、将来負担額より基金（貯金）等充当可能な財源が多いと、この比率は
マイナス表示となります。
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 優 秀 賞 

珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊
珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊珊

平成26年度　大鹿村租税教育推進協議会表彰
　大鹿村租税教育推進協議会の総会が１０月２７日に開催され、飯田税務署からの表彰を始め、応募のあった「小学生

の税に関するポスター」及び「中学生の税に関する作文」の中から選出された優秀作品の表彰が行われました。

　なお、受賞された児童・生徒の皆さん等につきましては次のとおりです。

<小学生　税に関するポスター>
題　　　　名氏　　　名学年表彰名

「税金をおさめて広がる
笑顔の輪」

永田　森羅５年優秀賞

「税金でみんなの笑顔
つくる税」

池上　あみ６年優良賞

「税金は日本の命を
救います！」

羽場　夏希６年優良賞

「あなたの税金は
日本を救う」

松澤　寛太６年優良賞

「国づくり
はじめの一歩税金で」

高山　とも５年優良賞

<中学生　税に関する作文>
題　　　　名氏　　　名学年表彰名

「税について」髙山　あい３年優秀賞

「自分たちに関わる税」篠元　優斗３年優良賞

「税金の役割」佐藤みづき２年優良賞

６年
羽場夏希さん

５年
永田森羅さん

６年
池上あみさん 優 良 賞 

 優 良 賞 

<飯田税務署関係表彰　学校表彰及び中学生税に関する作文>

題　　名氏　　名学年表　彰　名

大鹿中学校租税教育推進校表彰

「税金について」風間　　薫３年飯田税務署長賞

（敬称略）

（敬称略）

（敬称略）

６年
松澤寛太くん 優 良 賞 

５年
高山ともさん 優 良 賞 
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普
段
僕
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
、
実
は
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
納
め
て
い
た
税
金
。
税
金
に

も
多
く
の
種
類
が
あ
る
こ
と
は
僕
も
こ
こ
数
年
で
詳
し
く
知
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

身
近
な
税
金
で
言
う
と
、
例
え
ば
物
を
買
う
と
払
う
消
費
税
。
こ
れ
は
僕
た
ち
小
・
中

学
生
が
最
も
身
近
な
納
税
の
場
と
考
え
る
で
し
ょ
う
。

　

僕
の
場
合
、
父
母
が
飲
食
店
を
経
営
し
て
い
る
た
め
、
毎
年
年
末
に
な
る
と
そ
の
年
の

収
入
と
支
出
を
電
卓
を
た
た
い
て
ま
と
め
る
父
母
の
姿
を
目
に
し
ま
す
。
そ
れ
を
更
に
パ

ソ
コ
ン
で
ま
と
め
て
い
ま
す
。
家
は
個
人
で
経
営
し
て
い
る
た
め
個
人
事
業
税
と
い
っ
た

税
を
納
め
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
毎
日
の
店
の
オ
ー
ダ
ー
メ
モ
と
、
そ
し
て
買
い
物
の

レ
シ
ー
ト
や
領
収
書
を
ノ
ー
ト
に
貼
り
付
け
た
も
の
を
目
に
し
ま
す
。
こ
れ
は
詳
し
く
ど

う
い
う
も
の
な
の
か
聞
い
て
み
ま
し
た
。
母
に
よ
る
と
確
定
申
告
と
い
っ
て
、
前
文
に
も

書
い
た
よ
う
に
、
家
は
飲
食
店
を
個
人
で
経
営
し
て
い
る
た
め
、
他
の
会
社
等
で
働
き
、

一
ヶ
月
分
の
給
料
か
ら
税
が
差
し
引
か
れ
て
い
る
家
と
は
違
い
、
そ
の
ま
ま
お
金
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
お
金
で
、
今
度
は
支
出
と
い
う
こ
と
で
、
料
理
と
し
て
出
さ
せ
て

い
た
だ
く
食
品
を
買
っ
た
り
、
ま
た
家
庭
の
電
気
代
な
ど
、
細
か
い
支
出
を
全
て
差
し
引

く
と
、
実
質
得
た
金
額
が
分
か
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
「
あ
な
た
の
家
の
収
入
は
―
万
円
な

の
で
こ
れ
く
ら
い
今
年
は
税
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。」
と
い
う
こ
と
で
一
年
分
の
税
を
合
計

し
、
支
払
う
と
い
う
形
で
す
。
大
雑
把
で
は
あ
り
ま
す
が
、
母
の
言
っ
た
こ
と
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
や
は
り
結
局
、
税
は
収
入
に
伴
っ
て
平
等
に
定
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
収
入
が
多
い
年
は
そ
の
分
だ
け
税
も
納
め
る
が
、
あ
る
程
度
の
低

収
入
で
あ
る
年
は
税
が
免
除
さ
れ
る
と
い
う
制
度
が
全
国
で
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
知
り
、

と
て
も
快
い
制
度
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
納
め
ら
れ
た
税
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
場
に
用
い
ら
れ
て
い
る

の
か
。
父
母
も
こ
の
こ
と
に
関
し
て
は
気
に
か
け
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
調
べ
て
み
る
と
、

税
の
使
い
道
は
僕
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
例
え
ば
先
生
か
ら
「
こ
の
教
科
書
も
無
償
で
国
か
ら
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
」
と
聞
く

と
、
こ
れ
は
普
段
の
納
税
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。
ま
た
、
僕
の
住

む
村
は
近
年
で
は
高
齢
化
が
進
行
し
、
高
齢
者
の
た
め
の
介
護
施
設
が
と
て
も
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
僕
も
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
自
分
た
ち

の
身
近
な
場
所
で
、
自
分
た
ち
が
納
め
て
い
た
税
が
使
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か

る
と
、「
僕
も
納
税
義
務
は
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
。」
と
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
少
し
ず
つ
社
会
人
へ
と
成
長
し
て
い
く
僕
ら
の
世
代
の
人
た
ち
。
そ
の
中

で
、
一
つ
大
切
な
こ
と
と
し
て
、
納
税
の
義
務
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
そ
れ
は
、

身
近
な
こ
と
か
ら
や
が
て
市
、
県
、
国
へ
と
つ
な
が
り
、
支
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
一

つ
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
心
に
留
め
て
お
き
た
い
で
す
。

 
飯
田
税
務
署
長
賞 

　

「
税
金
に
つ
い
て
」 

大
鹿
中
学
校
三
年　

風
間　
　

薫
く
ん

 
優　

秀　

賞 

　

「
税
に
つ
い
て
」 

大
鹿
中
学
校
三
年　

髙
山　

あ
い
さ
ん

　

私
は
、
こ
の
作
文
を
書
く
に
あ
た
り
税
金
に
つ
い
て
少
し
調
べ
て
み
ま
し
た
。
税
金
に
は

酒
税
・
所
得
税
な
ど
、
多
く
の
種
類
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
国
に
納
め
る

国
税
と
都
道
府
県
な
ど
に
納
め
る
地
方
税
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
国
税
に
は
所
得
税
や

法
人
税
な
ど
、
地
方
税
に
は
、
都
道
府
県
民
税
や
市
町
村
民
税
な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
住
民
税
や
所
得
税
は
、
納
め
る
人
の
収
入
に
よ
っ
て
税
金
を
決
め
て
い
て
、
公

平
に
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
こ
と
を
調
べ
て
い
く
う
ち
に
、
こ
れ
ら
の
税
金
は
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

の
か
興
味
を
も
っ
た
の
で
も
っ
と
詳
し
く
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
ま
ず
、
私
た

ち
に
今
、
一
番
身
近
な
の
は
教
育
で
す
。
国
は
こ
れ
に
歳
出
全
体
の
約
八
％
、
地
方
財
政

で
は
約
二
十
％
も
使
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
私
た
ち
中
学
生
一
人
に
す
る
と
、
年
間
約
九
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僕
自
身
、
税
に
つ
い
て
余
り
く
わ
し
く
知
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
自
分
た
ち
が
身
近
に

関
わ
っ
て
い
る
の
を
感
じ
、
税
に
つ
い
て
正
し
い
知
識
を
持
つ
事
が
大
事
だ
と
思
い
、
い

く
つ
か
自
分
で
調
べ
、
理
解
を
深
め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
一
つ
目
に
「
教
育
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
た
め
に
」
税
は
ま
ず
一
つ
の
使
い
道

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
僕
達
が
使
っ
て
い
る
教
科
書
な
ど
は
、「
こ
れ
か
ら

日
本
を
、
担
う
皆
さ
ん
へ
の
期
待
を
こ
め
、
税
金
に
よ
っ
て
無
償
で
支
給
さ
れ
て
い
る
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
生
徒
一
人
当
た
り
の
教
育
費
が
小
学
生
約
八
十
四
万
八
千

円
、
ま
た
、
中
学
生
一
人
当
た
り
の
教
育
費
は
九
十
七
万
九
千
円
に
な
る
そ
う
で
す
。
ま

た
、
今
年
の
歳
出
予
算
の
約
四
分
の
一
ほ
ど
が
教
育
費
に
当
て
ら
れ
る
の
を
知
り
、
と
て

も
驚
き
ま
し
た
し
、
あ
り
が
た
い
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
達
が
安
心
し
て
義
務
教
育

を
受
け
ら
れ
る
の
も
税
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
を
改
め
て
実
感
す
る
こ
と
が
出
来
、

ま
た
一
つ
理
解
と
知
識
を
深
め
る
事
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

　

次
に
、
自
分
達
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
様
々
な

公
共
施
設
を
利
用
さ
せ
て
い
頂
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
も
税
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
て
、
安
心
し
て
生
活
、
暮
ら
し
て
い
け
る
の
も
税
の
お
か
げ
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
は
税
を
使
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
れ
に
対
し
て
当
然
、
税
を
納
め
る
側

の
人
も
存
在
し
ま
す
。
そ
の
例
と
し
て
、
個
人
で
事
業
し
て
い
る
人
の
利
益
に
対
し
て
の

税
金
に
は
所
得
税
、
個
人
県
民
税
な
ど
が
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
会
社
や
勤
め
て
い
る

人
の
給
料
か
ら
税
金
の
一
部
が
納
め
ら
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
個
人
で
事
業
を
し

て
い
る
人
の
利
益
に
か
け
ら
れ
る
税
金
と
同
じ
で
す
。

　

こ
の
他
に
、
ま
だ
ま
だ
様
々
な
事
で
税
金
が
納
め
ら
れ
た
り
し
た
り
、
使
わ
れ
た
り
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
僕
ら
も
も
う
少
し
で
就
職
し
、
社
会
に
出
て
働
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
こ
の
時
、
今
回
調
べ
た
事
を
思
い
出
し
た
り
、
ま
だ
ま
だ
ど
ん
な
税
金
が
使
わ

れ
た
り
納
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
り
、
僕
も
国
の
一
人
の
社
会
人
と
し
て
国
の
た
め
に

働
い
て
い
き
た
い
と
今
回
、
通
し
て
思
い
ま
し
た
。

十
万
円
に
も
な
り
ま
す
。
こ
う
い
う
と
こ
ろ
で
私
た
ち
を
支
え
て
く
れ
て
い
た
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
次
に
、歳
出
全
体
の
約
十
％
を
し
め
て
い
る
の
が
公
共
関
係
で
す
。
道
路
や
上
下

水
道
、
公
園
な
ど
の
公
共
施
設
は
こ
れ
に
よ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
歳
出
の
中
で

二
十
五
％
と
大
き
な
割
合
を
し
め
て
い
る
の
が
社
会
保
障
費
で
す
。

　

今
、
日
本
は
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
、
そ
の
問
題
の
一
つ
に
、
社
会
保
障
の
費
用
が
増
え

て
い
く
と
い
う
こ
と
、
費
用
を
負
担
す
る
働
き
手
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。

　

福
祉
先
進
国
は
毎
年
、福
祉
関
係
の
予
算
が
政
治
予
算
の
五
十
％
を
こ
え
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

そ
の
か
わ
り
、
労
働
者
は
給
料
の
約
半
分
を
税
金
と
し
て
納
め
、
国
民
負
担
率
は
約
七
十

％
に
な
る
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
日
本
で
は
税
金
を
払
っ
て
も
将
来
の
心
配
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
に
、
福
祉
先
進
国
は
、
こ
れ
ら
を
払
え
ば
将
来
は
安
心
で
き
る
の
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
税
金
の
使
い
方
は
ち
が
っ
て
、
私
に
は
ど
ち
ら
が
い
い
と
か
わ
か
ら
な
い
け
ど

や
っ
ぱ
り
、税
金
は
よ
り
良
い
使
い
方
を
さ
れ
る
の
が
一
番
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
作
文
を

書
く
中
で
、
私
の
身
近
に
も
税
金
に
か
か
わ
る
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
、
私
た
ち
が
豊

に
生
活
し
て
い
く
に
は
、
税
金
が
欠
か
せ
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
つ
か
は
納
め
な
く
て
は
い
け
な
い
、
ま
だ
関
係
な
い
の
で
は
な
く
、
こ
れ
か
ら

税
金
は
ど
う
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
な
使
い
方
が
良
い
の
か
、
な
ど
き
ち
ん
と
考
え
て
み
よ

う
と
思
う
良
い
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

 
優　

良　

賞 

　

「
自
分
達
に
関
わ
る
税
」 

大
鹿
中
学
校
三
年　

篠
元　

優
斗
く
ん

 
優　

良　

賞 

　

「
税
金
の
役
割
」 

大
鹿
中
学
校
二
年　

佐
藤
み
づ
き
さ
ん
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今
年
の
四
月
か
ら
消
費
税
が
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
り
、
も
の
を
買
う
た
び

に
｢
や
っ
ぱ
り
値
段
が
高
く
な
っ
た
な
あ
。
｣
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
私
は

「
税
金
」
が
ど
れ
だ
け
身
近
な
も
の
に
使
わ
れ
て
い
る
か
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、

調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
教
育
費
で
す
。
長
野
県
の
平
成
二
十
六
年
度
歳
出
予
算
の
中
で
も
一

番
多
く
、
こ
の
多
く
の
税
金
は
私
達
が
学
校
で
使
う
イ
ス
や
机
、
教
科
書
だ
け

で
な
く
、
校
舎
の
建
設
や
修
理
に
も
使
わ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
長
野
県
は
人

口
も
あ
ま
り
多
く
な
く
、
さ
ら
に
こ
の
村
の
小
学
生
・
中
学
生
を
合
わ
せ
て
も

六
十
人
位
に
し
か
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
教
育
に
多
く
の
税
金
を
使
わ
れ
て

い
る
の
で
、
そ
の
期
待
に
も
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
に
学
校
で
の
生
活
を
し
て
い

き
た
い
で
す
。

　

次
は
医
療
費
で
す
。
村
で
は
医
療
費
の
八
割
を
負
担
し
て
い
る
た
め
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
小
学
生
は
年
二
回
、
中
学
生
は
年
一
回
う
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
は
去
年
何
度
も
体
調
を
崩
し
て
し
ま
い
、
村
の

診
療
所
へ
よ
く
行
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
薬
が
処
方
さ
れ
て
も
多
額
の
お
金
で

は
な
か
っ
た
の
で
、
税
金
の
お
か
げ
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

他
に
も
社
会
福
祉
の
充
実
の
た
め
、
住
み
よ
い
郷
土
の
安
全
の
た
め
、
商
工

業
や
農
林
水
産
業
の
振
興
の
た
め
な
ど
、
普
段
の
生
活
で
も
身
近
に
あ
る
も
の

に
は
た
く
さ
ん
の
税
金
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

税
を
調
べ
て
い
る
中
で
一
番
驚
い
た
こ
と
は
、
日
本
と
外
国
の
消
費
税
に
つ

い
て
で
す
。
日
本
は
平
成
元
年
か
ら
、
消
費
者
に
公
平
に
負
担
を
か
け
る
と
い

う
目
的
で
、
消
費
税
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
税
制
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
国
で
「
付
加
価
値
税
」
と
し
て
す
で
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

「
付
加
価
値
税
」
は
、
世
界
で
百
以
上
の
国
や
地
域
で
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
日

本
で
消
費
税
は
三
パ
ー
セ
ン
ト
→
五
パ
ー
セ
ン
ト
→
八
パ
ー
セ
ン
ト
と
上
が
り
、

こ
れ
か
ら
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
が
り
ま
す
。
今
の
消
費
税
八
パ
ー
セ
ン
ト
で

も
高
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ジ
ア
の
国
で
も
韓
国
で
は
十
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
国

で
は
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
で
は
約
二

十
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
な
り
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
、

日
本
で
は
あ
り
得
な
い
よ
う
な
消
費
税
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。「
八
パ
ー
セ
ン
ト

で
も
高
い
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
も
し
日
本
で
消
費
税
が
二
十
五
パ
ー
セ
ン
ト

だ
っ
た
ら
何
も
買
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。」
と
思
い
ま
し
た
。

　

二
十
歳
に
な
る
と
、
税
金
を
納
め
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
普
段
の
生
活
に
は

必
ず
税
金
が
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
し
っ
か
り
頭
に
入
れ
て
お
き
た
い
で
す
。

茅

茅

茅

茅

栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢栢

栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢

栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢
栢

村税・料金 納付のお知らせ

備考３
月

２
月

１
月

　

月
１２

　

月
１１

　

月
１０９

月
８
月

７
月

６
月

５
月

４
月

課税月
税目（期）

年4回４３２１住民税　普通徴収

年4回４3２１固定資産税

年1回１軽自動車税

毎月１２１１１０98７６５４３２１国民健康保険税

11月の口座振替 11月25日（火）　納付書納期限 12月1日（月）
12月の口座振替 12月25日（木）　納付書納期限 （27年）1月5日（月）

毎月の料金 
焔ケーブルテレビ　焔保育料　焔介護保険料　焔後期高齢者医療保険料　焔住宅料　焔水道料　焔その他利用料等

★引き落とし日の前営業日までに口座をご確認ください。 

★納付書納付は、最寄りの金融機関又は役場会計にてお願いします。

固定資産税（家屋）調査のお願い
　大鹿村は、固定資産税の課税をするうえで適正に評価するため、

実地調査を行っております。家屋調査については次のとおりです。

１．家屋を新・増築したときに、建主に事前連絡などを行いながら

評価を行う「新・増築調査」（店舗や事務所、また車庫や物置

など小規模な建物も対象となる場合があります。）

２．家屋課税台帳に登録されている内容（所在地番・用途・構造・床面

積など）と比較し、増築や未調査の家屋、取り壊しなどがある

家屋を調査する「全戸調査」

　全戸調査は、既に課税されている家屋との公平を期し、公正で適

正な課税を目的として実施するものです。調査方法は、税務係の職

員が調査に行き、家屋の図面と実際の家屋を照らし合わせながら外

観確認します。確認のため聞き取りをする場合もありますので、調

査中は、大変ご迷惑をお掛けしますがご協力をお願いします。

　なお、調査に伺う際に職員は『固定資産評価補助員証』を携帯し

ています。

◎お願い

　建物の取り壊し・新築・増築をした場合又は、その予定がある場

合は役場税務係（緯39－2001）までご連絡下さい。
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【お問い合わせ先】　役場　住民税務課　管理係　緯39－2001まで

■概　要

　居住する住宅等を村内の施工業者を利用して住宅

増改築及びリフォーム（住宅の修繕、補修工事）

を行う場合に、費用の一部を村が補助します。

■補助対象者

　次のいずれにも該当する方

　茨大鹿村に住民登録をし、居住し、かつ対象住宅

を所有していること。

　芋補助対象者及び同一世帯で生計を一にする全員

が村税等、村への納付金を滞納していないこと。

　注）過去にこの補助金及び他の住宅整備等に係る

補助金の交付を受けた方、並びにその方と同

居する方は補助対象者となりません。

■対象となる住宅等

　当該年度の固定資産税が納付されており、自己の

居住の用に供し、かつ村内に存する住宅及びその

住宅に関係する施設

■補助金の額

　対象となる工事費用が20万円以上でその費用の２

分の１以内

　（補助金の上限は20万円。補助金の支払は工事完了

後となります。）

■対象となる工事等

　茨経年劣化した住宅の改修工事で、躯体の改修、

クロスや畳、障子、襖やタイルなどの建具及び

内装工事、屋根や外壁などの外装工事、間取り

の変更

　芋高気密、高断熱、高効率などの改修工事で、断

熱材や断熱サッシなどの施工工事

　鰯高齢者や障害者等の生活の支障を取り除く改修

工事で、バリアフリー改修工事

　允その他村が認める工事

　注）村又は公的機関が行う他の住宅改修等に係る

補助制度及び火災、自然災害等による保険給

付金の対象となる工事との重複はできません。

■施工業者

　村内に主たる事務所若しくは本店を有する法人又

は個人事業主及び村内に支店若しくは営業所を有

する法人で、村内の個人事業主に主たる工事を施

工させること。

大鹿村住宅リフォーム促進事業補助金
住宅の増改築・リフォームに補助金制度をご活用ください

申請・完了の際には補助金交付要綱に定める書類の提出が必要です

　冬になって気温が０℃以下になると、給水管や水

道メーター、蛇口が凍って水が出なくなったり、破

裂したりと、水道の凍結事故が多くなります。寒さ

は水道の大敵です。早めの冬支度をお願いします。

凍結を防ぐには・・・
○凍結防止帯をお持ちのご家庭は凍結防止帯の電

源を入れる（電源が確実に入ったか、作動して

いるかを確認して下さい）。

○屋外や凍結防止帯のない水道管や蛇口には、専

用の保温材、又は、布切れや毛布を巻き、ぬれ

ないようにビニールですき間なく巻く。

○メーターボックス中に、発泡スチロールや布切

れ、保温材などをビニール袋に入れ、水道メー

ターを保護するように詰める。（布切れをその
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

まま入れてしまうと、濡れたときに凍結してし
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

まい、かえってメーターを凍結させてしまうの
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

で、必ずビニール袋へ入れる。ただし、詰め過
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

ぎないようにして下さい。）
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

○不棟栓、水抜き栓をご使用のご家庭

では、お休みの前や留守にするときは、忘れず

に水抜きをする。（不凍栓は、いっぱいまで閉

める。中途半端に閉めてしまうと、水が出っぱ

なしになってしまい漏水の原因になります。）

凍結して水が出ないとき・・・
　蛇口を開け、凍った部分にタオルか布をかぶせ、

蛇口の方からぬるま湯をまんべんなく、ゆっくりと

かけてください。熱湯を急にかけたりすると、ヒビ

割れや破裂をおこすことがあります。

※水道メーターから宅内については、それぞれのご

家庭の所有物となっています。宅内での凍結事故

等の修理費用は自己負担となりますので、凍結に

は十分注意し管理をお願いします。また、いつも

より水が細いなど少しでも異常を感じたら、掛流

しを実行して下さい。（その際、大鹿村役場建設水

道係までご連絡願います。）

水道の凍結に注意！
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肺炎の予防をしましょう 担当：田中雅子

地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域域包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括括支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタセンターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便便りりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりり

肺炎って、どんな病気？

　肺炎は細菌やウイルスなどが、からだに入り込んで

起こる肺の炎症です。症状としては、発熱、咳や痰、

息苦しさや胸の痛みなどがあげられます。

　肺炎の原因となる細菌やウイルスは人のからだや日

常生活の場に存在しています。日常生活でかかる肺炎

の原因菌で最も多いのは、「肺炎球菌」です。

　からだの抵抗力（免疫力）が弱まった時などに感染を

起こしやすく、普段、元気に暮らしている方でも、持

病の悪化や、体調不良などをきっかけに、感染する可

能性のある病気なのです。肺炎が悪化すれば、死に至

ることもあります。

　肺炎は、日本人の死因第３位　しかも、亡くなる方

の約９５％が６５歳以上です。

　まだまだ若いと思っていても、年齢と共に、からだ

の抵抗力（免疫力）は低下しています。日頃、元気で健

康的な生活を送っている方でも、高齢になると体調の

変化などのちょっとしたことがきっかけで肺炎を引き

起こしやすくなり、急激に重症化することもあります。

肺炎予防のためにできること

　まずは、肺炎の原因菌となる細菌やウイルスが、か

らだに入り込まないようにすること。そのために、以

下のことを習慣化しておきましょう。

　いよいよ寒い季節がやってきました。乾燥する秋から冬にかけては、細菌やウイルスが元気になる季節です。細

菌やウイルスによる感染症にかからないように、予防に努めましょう。

●毎日の感染予防●

①うがい　　　②手洗い

③マスク着用　④ 歯磨きなどで、口腔内を清潔にする

⑤※誤嚥（ごえん）を防ぐ
坑坑坑坑坑坑坑坑坑

　※食べ物などが食道ではなく気管に入ってしまうこと

●からだの免疫力を高める●

①規則正しい生活をする

② バランスの良い食事をする

③持病の治療に努める

●予防接種を受ける●

村では、肺炎球菌予防接種の補助を行っています。

詳しくは保健福祉課にお問い合わせ下さい。

＋

　平成２６年１０月１日より、成人用（高齢者）肺炎球菌は定期接種（国が勧奨する予防接種）となり、次の条件

にあてはまり、接種を希望される方に予防接種の費用の一部を補助します。

【接種対象者】

　・６５歳以上になる方

　・６０歳以上６５歳未満の方で、心臓、腎臓もしくは呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウィルスによる免疫の機能

に障害を有する方

　　※過去に肺炎球菌の予防接種を受けている方は接種の対象外となります。
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

　　※次年度から新たに６５歳となる方も順次対象となります。

【接種期間】　　平成２６年１０月１日～平成３１年３月３１日

【接種回数】　　１回

【自己負担額】　大鹿村立診療所：１,０００円　　かかりつけ医（村外の医療機関）：４,０００円

【接種方法】　　接種希望者は保健福祉課へお申込み下さい。予診票を送付します。

成人用（高齢者）肺炎球菌予防接種の費用の一部を補助します

【お問い合わせ先】　役場　健福祉課　保健医療係　緯39－2001まで
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若返りの秘訣を伝授

特別講演　第二弾

時　　間　13：00～14：30
演　　題　「からだの調子がどんどんよくなる

生活習慣」
講　　師　長島寿恵　先生

女子走り幅飛び日本記録保持者による

特別講演　第一弾

時　　間　10：00～11：30
演　　題　「スポーツと人生～挫折を乗り越えた

とき」
体験実技　「楽しむが勝ち！
　　　　　運動が大好きなる
　　　　　トレーニング」
講　　師　井村久美子　先生

【お問い合わせ先】　役場　保健福祉課　緯39－2001まで

日時：12月7日（日）9：00～15：00　会場：大鹿村交流センター

主催：大鹿村健康づくり協議会・大鹿村　　共催：大鹿村教育委員会・大鹿村社会福祉協議会

＊お昼には、おにぎりと健康豚汁のサービス（無料）があります。

＊大鹿村社会福祉協議会の企画もあります。

村民の皆さん、大鹿村健康まつりに集合！　日頃体験できない各種健康測定にてご自身の健康チェックをしましょう。

貴重な講演をお聞き逃さないように!!

【お問い合わせ先】　大鹿村教育委員会内　大鹿村総合型地域スポーツクラブ事務局　緯39－2100まで

　大鹿村総合型地域スポーツクラブでは下記の日程でニュースポーツ大会を行います。今回は囲碁ボールとス

ラックラインを行います。ふるってご参加下さい!!

開 催 日　平成２６年１２月４日（木）　　　　　　競技種目　囲碁ボール・スラックライン

受付開始　午後６時４５分～午後７時００分

受付場所　大鹿村交流センター

～スポーツを通じてコミュニケーションを深めましょう～
平成26年度ニュースポーツ大会

時間：9：30～15：00　各コーナーにおいて随時行います。（無料）
●塩分と野菜どれくらい？
●体組成計によるメタボ測定
◆歯医者さんによる歯科検診と口腔ケア指導
◆歯科衛生士さんによるブラッシング指導

●姿勢測定（ゆがみーる）
◆運動指導士よる姿勢改善指導
●血流測定（毛細血管血流観察）
●自律神経機能評価測定（ストレスチェック）
●血管年齢測定

各種健康測定コーナー

健康相談コーナー

スポーツ振興くじ
助成事業
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【目　　的】　特別児童扶養手当は、精神又身体に障がいのある満20歳未満の児童の福祉の増進を図ることを目的として

支給されます。

【支給条件】　＊精神や身体に該当する表に当てはまる程度の障がいがある児童を監護する父もしくは母（所得の多い方）、

又は父母に代わって児童を養育している人に対して支給されます。

（次のような場合は支給されません）

（児童に対しての条件） ①別に掲げる障がい等級表（省略）に掲げる障がいに該当しない児童　

 ②日本国内に住所がないとき

 ③障がいを支給事由とする年金を受け取ることができるとき

 ④児童福祉施設に入所しているとき

（父母、養育者に対しての条件） ⑤日本国内に住所がないとき

＊特別児童扶養手当は、県からの支給になりますが、手続きは大鹿村役場保健福祉課福祉係で受け付けます。

　支給条件、支給額等、詳細など不明な点はお問い合わせください。

＊支給条件として障がいの特定をするために医師による所定の診断書が必要になります。
坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑坑

担当：森上安弘

【お問い合わせ先】　役場　保健福祉課　福祉係　緯39－2001まで

鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民年年年年年年年年年年金金金金金金金金金金便便便便便便便便便便民年金便りりりりりりりりりりり鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸鋸

１１月は  「ねんきん月間」

平成26年11月号

住民税務課 住民係

　日本年金機構では、厚生労働省と協力して、毎年11月を「ねんきん月間と位置付け、国民の皆さまに公的年金制度に対す

る理解を深めていただくための普及・啓発活動を行います。

　◆国民年金納付相談会……日　時　渇　平成２６年１１月２５日（火）～２８日（金）　８時３０分～１９時

　　　　　　　　　　　　　場　所　渇　飯田年金事務所

　◆年金相談会………………日　時　渇　平成２６年１１月３０日（日）　９時３０分～１６時

　　　　　　　　　　　　　場　所　渇　飯田年金事務所

　　持ち物　年金証書・振込通知書・年金手帳・健康保険被保険者証等

　　（代理人の方は、本人からの委任状と代理人の本人確認ができる運転免許証等が必要になります）

　「国民お一人おひとり、「ねんきんネット」等を活用しながら、高

齢期の生活設計に思いを巡らしていだだく日」として１１月３０日を

「年金の日」としました。この機会に、「ねんきん定期便」や「ねん

きんネット」でご自身の年金記録と年金受給見込額を確認し、未来

の生活設計について考えてみませんか。

　「ねんきんネット」では年金に関する便利なサービスをインター

ネットからご利用いただけます。

　★年金加入記録の確認

　★ライフプランに合わせた年金額の試算

　★電子版「ねんきん定期便」の確認

　★パソコンによる各種届書の作成

　★スマートフォンでの年金記録確認

ご利用にはユーザIDの取得が必要です。

詳しくは日本年金機構のホームページでご確認ください。

【お問い合わせ先】　飯田年金事務所　☎22－3641まで

　 １２月は年末調整の時期です。給与所得者の

方は、勤務先に各種控除の書類を提出します

が、今年中に（１月から１２月）に支払った国

民年金保険料も控除対象となります。１月１

日から９月３０日までの間に保険料を納付され

た方については１１月上旬に、１０月１日～１２月

３１日までの間にはじめて保険料を納付され

た方には翌年２月上旬に、「社会保険料（国

民年金保険料）控除証明書」が送付されま

す。年末調整や確定申告の際にはこの証明書

をお忘れなく！！

尚、「社会保険料（国民年金保険料）控除証

明書」についての問い合わせは、はがきに表

示されている番号へお願いします。 

１１（いい）月３０（みらい）日は年金の日です 国民年金保険料は全額社会保険料控除の対象です！
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　今年も各自治会の赤十字奉仕団員を通じて、日本赤十字社の社費をご協力い

ただきました。

　大鹿村の目標額１９６,０００円に対して２２９,５００円（達成率１１７.１％）となりました。

　皆様からお寄せいただきました社費は、日本赤十字社長野県支部に送金し、

災害救護活動、救急法講習会、地域の赤十字活動に使われます。

　又、御嶽山噴火災害では、毛布や安眠セット等の救援物資の搬送や医療救護

チームを派遣する等の費用の財源としています。

　このように赤十字の活動を支えているのは、社費をお寄せいただく皆様の温

かいご支援です。今後も継続してご支援いただきますようお願いします。

農地を 転用 するときは、農地法の 許可 が必要です
　農地を転用するときは農地法にもとづき、農業委員会を経由して、都道府県知事（又は農林水産大臣）の

許可を受ける必要があります。

　このような許可制度は、食料の安定供給の基盤である優良農地の確保と農業以外の土地利用との調整を図

り、農地転用を農業上の利用に支障が少ない土地に誘導することを目的として設けられています。

農地を住宅や工場等の建物敷地、資材置場、駐車場、道水路、山林等、農地以外の用地に転換することを農地転

用といいます。なお、一時的に資材置場や砂利採取場等に利用する場合も転用（一時転用という）になります。

　農地を農業用施設として転用する場合には、農地法の適用除外の特例が設けられていますが、作業小屋や

農資材置場等の施設に転用する場合は、農業委員会へ届出をしてください。

許可を受けないで農地を転用した場合や、転用許可に係る事業計画どおりに転用していない場合には、農地法に

違反することとなり、工事の中止や原状回復等の命令がなされる場合があります。また、罰則の適用もあります。

　農地転用の許可申請の受付は、市町村農業委員会で行っています。転用についての手続きや疑問は、まず

農業委員会へ相談してください。

■キ ■ー ■ワ ■ー ■ド  農地転用

注 意

【お問い合わせ先】　大鹿村農業委員会　役場　産業建設課内　緯39－2001まで

　農業委員会では、村内の農地を対象に１０月２０日～２１日に農地パト

ロール（利用状況調査）を実施しました。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地の把握、違反転用等の確認、

農地の利用状況の調査を行いました。

　「遊休農地」や「遊休化のおそれがある農地」については、「利用

意向調査」を実施しますのでご協力をお願いします。

　高齢化や担い手不足により、耕作されない農地が増えています。

農地を貸したい、借りたい方は農業委員会までご相談ください。地

域で農地を守りましょう。

社費総社費総額額
229,50229,5000円円

ご協力ありがとうございました。

日赤社費協力のお礼

　農地パトロールを実施しました
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【お問い合わせ先】　長野県青少年育成県民会議
長野県　県民文化部　次世代サポート課内　　緯・胃026－235－8996まで

　家庭、地域でもあいさつができない時代です。子どもに出会ったら、まずは大人からあいさつを！　始めは、

返事が返ってこないかもしれません。でも、あいさつを続けることで、いつかきっとすてきな笑顔とあいさつ

が返ってきます。

信州あいさつ運動
「あいさつ」はみんなをつなぐ魔法のことば！

信州あいさつ運動とは？
　家庭や地域でお互いにあいさつをすることで、みんながつながり、地域を元気にして、地域ぐるみ

で子どもの育ちを応援する運動です。まずは家庭から、まずは大人から、子どもへ心をこめてあいさ

つすることで始めましょう。

なぜ今？
☆自分に自信がもてず自己肯定感が低い、

元気のない子どもが増加しています。

 「信州あいさつ運動」ホームページ 　http://www7.ocn.ne.jp/~nagano/aisatsu

平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２６６６６６６６６６６６年年年年年年年年年年４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかららららららららららススススススススススタタタタタタタタタターーーーーーーーーートトトトトトトトトトししししししししししままままままままままししししししししししたたたたたたたたたた年４月からスタートしました！！！！！！！！！！！

どんなふうに？
☆まずは大人から。

☆むりせず、できる地域で、できる人が、

できる方法で。

目的は？
☆子どもは地域の宝。一人ぼっちにしないよう、地域

ぐるみで、温かいあいさつで包みましょう！

どんな時に？
☆子供の登下校時に。　　　☆ごみ出しの時に。

☆散歩や買い物の途中で。　☆地域のイベントの際に。

☆PTAの朝の交通当番。　など

　１０月２６日に

「日本で最も美

しい村づくり」

の事業の一つ

として全村一

斉の環境美化

運動を実施し

ました。自治会においては安協の草刈りの分

担場所を、議会・村の環境委員・役場職員に

おいては、隣接町村への国県道脇を歩き、道

路脇等に捨てられているごみを拾いました。

　拾われたごみは、空き缶やペットボトルを

始め、衣類やシンクなど大型の家庭ごみなど

もあり、軽トラック約３台分４７０㎏もありま

した。

　多くのみなさまの、ご協力ありがとうござ

いました。

全村一環境美化運動
　９月７日の日曜日に消防団

と赤十字奉仕団の秋季総合訓

練が交流センターと大西グラ

ウンドで行われました。

　消防団は、消防団活動に不

可欠な規律訓練を中心に、真

剣な態度で訓練がおこなわれ、赤十字奉仕団は炊き出し訓

練を行い約１００人分の食事を手際よく作り上げました。

　訓練終了後は、参加者全員が炊き出しの食事をしながら、

訓練の反省や災害に備えて等の話がありました。

　消防団、赤十字奉仕団は、こうした訓練を毎年繰り返し

行っており、有事の際の活動に備え

ています。

　しかし、消防団、赤十字奉仕団

共 年々 団員数が減少してきていま

す。まだ、入団されていない方がい

ましたら、ぜひ入団をお願いします。

大鹿村消防団・赤十字奉仕団秋季総合訓練



18

　

そ
の
人
は
「
八
三
歳
に
な
り
ま
す
」
と
言
っ
た
。
ほ
ん
と
う
に
小
柄
な
、

ポ
ケ
ッ
ト
に
入
れ
た
く
な
る
ほ
ど
か
わ
い
い
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
。

　

わ
た
し
は
六
番
め
に
生
ま
れ
た
末
っ
子
だ
か
ら
、
ム
ツ
と
い
う
名
前
な
の

よ
。
四
〇
過
ぎ
て
か
ら
で
き
た
子
だ
っ
た
も
ん
で
、
母
親
は
わ
た
し
が
生
ま

れ
た
ら
膝
っ
こ
で
プ
チ
ッ
と
潰
し
て
流
し
ち
ま
お
う
か
と
思
っ
て
い
た
け

ど
、
ち
ょ
う
ど
長
男
の
嫁
さ
ま
の
産
ん
だ
子
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
も
ん
で
、

わ
た
し
は
生
か
し
て
お
こ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
よ
。

　

わ
た
し
は
背
丈
が
ち
っ
ち
ゃ
い
も
ん
だ
か
ら
、
嫁
の
貰
い
手
が
な
か
な
か

な
く
て
、
や
っ
と
の
こ
と
九
つ
違
い
の
お
じ
い
さ
ん
が
貰
っ
て
く
れ
た
わ

け
。
こ
ん
な
に
ち
っ
ち
ゃ
い
か
ら
、
着
物
の
布
が
そ
ん
な
に
い
ら
な
い
か
ら

銭
こ
が
溜
ま
る
だ
ろ
う
と
貰
っ
て
く
れ
た
け
れ
ど
、
結
局
体
に
合
う
よ
う
な

服
が
な
く
て
、
袖
を
切
っ
た
り
丈
を
詰
め
た
り
し
て
直
さ
な
き
ゃ
な
ら
な
く

て
、
な
ん
に
も
得
な
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
っ
て
言
わ
れ
た
よ
、
ハ
ハ
ハ
。

　

わ
た
し
は
七
〇
歳
に
な
る
ま
で
製
材
所
で
働
い
た
の
よ
。
そ
れ
だ
も
ん

で
、
お
じ
い
さ
ん
は
お
め
え
の
好
き
な
こ
と
や
れ
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
。
わ

た
し
は
山
に
登
る
ん
だ
よ
。
岳
友
会
に
は
い
っ
て
、
日
本
中
あ
ち
こ
ち
行
っ

て
き
た
。
大
雪
山
か
ら
富
士
山
か
ら
御
嶽
山
に
も
登
っ
た
よ
。
お
じ
い
さ
ん

は
そ
の
度
に
「
行
っ
て
こ
い
」
っ
て
送
り
出
し
て
く
れ
た
の
よ
。

　

そ
の
お
じ
い
さ
ん
は
今
年
の
八
月
に
九
三
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
わ
た
し
は

幸
せ
だ
っ
た
よ
。

　

と
、
こ
れ
は
朝
食
時
に
出
会
っ
た
と
き
の
立
ち
話
で
聞
か
せ
て
く
れ
た
も

の
だ
。
こ
ん
な
話
を
音
楽
的
と
も
詩
的
と
も
思
え
る
よ
う
な
美
し
い
秋
田
弁

で
、
軽
妙
に
語
っ
て
く
れ
た
。

　

十
月
半
ば
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に
加
盟
す
る
秋
田
県
東
成

瀬
村
で
、「
昔
っ
こ
の
祭
典
」
と
い
う
全
国
か
ら
伝
承
の
語
り
部
の
集
ま
る

催
し
が
開
か
れ
た
。
地
元
の
秋
田
を
は
じ
め
、
東
北
か
ら
の
参
加
者
が
一
番

多
か
っ
た
。
遠
く
は
宮
崎
、
福
岡
か
ら
も
加
わ
り
、
全
部
で
三
十
話
ほ
ど
、

ど
っ
ぷ
り
と
民
話
に
浸
か
っ
た
一
日
を
過
ご
し
た
。

　

な
ん
と
い
っ
て
も
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
東
北
各
県
の
方
言
が
そ
れ
ぞ
れ
持

つ
旋
律
の
美
し
さ
と
表
現
の
豊
か
さ
だ
っ
た
。
標
準
語
で
語
ら
れ
る
物
語
と

は
、
ま
る
で
違
う
表
情
を
持
つ
。
東
成
瀬
村
の
人
た
ち
は
、「
子
供
の
頃
、

雪
に
閉
ざ
さ
れ
た
冬
の
間
の
楽
し
み
と
い
え
ば
、
な
ん
と
い
っ
て
も
炉
辺
で

聞
く
昔
話
だ
っ
た
」
と
口
々
に
言
っ
た
。

　

東
成
瀬
村
の
村
長
も
教
育
長
も
「
言
葉
は
文
化
で
す
」
と
挨
拶
の
中
で

言
っ
て
い
た
が
、
土
地
の
持
つ
歴
史
・
風
土
・
暮
ら
し
の
中
で
育
ま
れ
て
き

た
言
葉
を
誇
り
と
し
、
大
切
に
伝
承
し
て
い
る
姿
勢
に
頭
が
下
が
る
。
村
で

は
『
さ
ぁ
・
シ
ャ
ベ
ロ
ー
ゼ
大
会
』
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、
各
団
体

三
分
の
寸
劇
の
中
に
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
言
を
入
れ
て
演
じ
競
い
合
う
。

「
小
学
生
の
部
」「
中
学
生
の
部
」
「
大
人
の
部
」
に
分
か
れ
、
優
勝
チ
ー
ム

に
は
『
え
が
っ
た
で
賞
』
が
贈
ら
れ
る
。
こ
う
し
て
方
言
の
す
ば
ら
し
さ
や

大
切
さ
を
再
確
認
し
、
郷
土
愛
や
連
帯
感
を
深
め
て
い
る
の
だ
と
い
う
。
こ

う
い
う
土
地
柄
、
冒
頭
の
ム
ツ
さ
ん
の
ち
ょ
っ
と
し
た
立
ち
話
で
も
、
自
分

を
語
る
表
現
力
の
豊
か
さ
に
驚
か
さ
れ
る
の
も
納
得
で
き
る
話
で
あ
る
。
語

り
と
い
う
も
の
が
、
子
供
の
頃
か
ら
身
に
馴
染
ん
で
い
る
土
地
柄
な
の
だ
と

知
っ
た
。
ム
ツ
さ
ん
を
含
め
東
成
瀬
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
、
山
形
新
庄

市
、
青
森
十
和
田
市
、
岩
手
県
遠
野
市
、
福
島
は
会
津
か
ら
の
参
加
者
の
語

り
は
特
に
印
象
的
だ
っ
た
。

　

口
承
文
化
は
文
字
に
圧
さ
れ
、
さ
ら
に
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
圧
さ
れ
、

今
や
風
前
の
と
も
し
び
と
も
い
え
る
が
、
全
国
各
地
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
物
語

り
が
集
ま
れ
ば
、
ま
だ
ま
だ
語
り
部
文
化
は
豊
か
に
生
き
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
怖
い
や
ま
ん
ば
や
鬼
の
登
場
す
る
話
、
し
み
じ
み
と
道
理
を
説
く
も

の
、
夢
の
話
、
歴
史
を
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
も
の
、
欲
を
戒
め
る
話
、
人

情
に
ほ
ろ
り
と
す
る
話
、
ど
れ
も
耳
に
馴
染
み
や
す
い
話
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
方
言
と
い
う
も
の
は
、
こ
う
し
て
昔
話
を
語
る
と
き
、
実
に
耳
に
し
っ
く

り
と
心
地
よ
い
も
の
な
の
だ
。

　

火
を
囲
み
な
が
ら
、
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ
ん
の
語
る
夜
話
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
ま
ど
ろ
ん
で
ゆ
く
、
そ
こ
は
子
供
に
と
っ
て
家
族
の
あ
た
た
か
い

団
ら
ん
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
未
知
の
世
界
へ
の
窓
口
で
も
あ
っ
た
に
ち

が
い
な
い
。
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【相談先】　長野地方法務局飯田支局 　飯田人権擁護委員協議会
　　　　　〒395－0053　飯田市大久保町2637番地3　緯22－0014まで

【お問い合わせ先】　自衛隊長野県地方協力本部飯田出張所　緯22－2613まで

 自衛隊からのお知らせ 　自 衛 官 募 集 案 内
　自衛隊長野地方協力本部飯田出張所では、平成２６年度冬季自衛官等を募集しています。　

　高等工科学校は、自衛隊の基礎的な訓練やハイテク装備を扱う、若きエンジニアを養成する学校で、入学と

同時に防衛省職員として特別国家公務員の身分が保証されます。

　一般の高等学校では体験できないカリキュラムをこなし３年間で卒業となり、卒業後は自衛官として任用さ

れます。詳細については次のとおりです。

試 験 日受付期間資　　格募集内容

平成２７年１月１０日(土)
～１月１２日（月）の内１日

【受付締切日】
平成２６年１２月５日(金)

中卒（見込み含む）
１５歳以上１７歳未満の男子

推薦試験
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

平
成　

年
度
冬
季
自
衛
官

２６
【一次試験】
　平成２７年１月２４日(土)
【二次試験】
　平成２７年２月５日(木)
　～２月８日（日）の内１日

【受付締切日】
平成２７年１月９日(金)

中卒（見込み含む）
１５歳以上１７歳未満の男子

一般試験

【一次試験】
　平成２７年２月２８日(土)
【二次試験】
　平成２７年３月１３日(金)

【受付期間】
平成２７年１月２１日(水)

～１月３０日（金）

高卒（見込み含む）
２１歳未満の者

一般試験
（後期）

防
衛
大
学
校

 飯田一日合同行政相談所 　くらしの困りごと相談所
　不動産の登記、年金、建築や農地など役所の仕事についての相談や、法律相談などを受け付ける一日合同行

政相談所を開催します。

　相談は無料で秘密は厳守します。事前の予約は不要です。お気軽にご利用ください。

日　　時：平成２６年１１月２０日（木）午前１０時から午後３時（受付は午後２時３０分まで）

場　　所：飯田文化会館　２階会議室（住所：飯田市高羽町５－５－１）

参加機関：飯田地方法務局飯田支局・下伊那地方事務所　他

連 絡 先：総務省長野行政評価事務所（緯０２６－２３５－５５６６）

 人権擁護委員 　小林明さんに委嘱
　小林明さんが人権擁護委員として10月1日付けで法務大臣より委嘱（再任）されました。

任期は平成29年9月30日までの3年間となります。

　人権擁護委員とは、市町村において地域住民の人権が侵害されないよう常に注意を払い、

もし、人権が侵害されたときは、その相談を受け、被害救済のためすみやかに適切な処理

をとるとともに、人権の大切さについての理解を深めるための活動をおこなっています。

【ご相談ください】

　いじめ、児童虐待、家庭内の問題、差別、嫌がらせなど日常生活での人権問題、心配ご

となどがありましたら、ご相談下さい。相談は無料で、秘密は守られます。
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　10月13日秋田県東成瀬村で「日本で最も
美しい村・昔っこの祭典」が行われ、北は東
北から南は九州まで各地の語りべが集い、各
地の方言で昔話が語られました。大鹿村から
は「民話の会」の伊東和美さんが口演の要請を
受け、下伊那地方の方言で「逆さ公孫樹と塩
のお湯」を紹介しました。

　9月28日、大鹿中学校では「歌舞伎公演会」が行われました。今
年、全校27名で取り組んだのは、大鹿歌舞伎のみに伝わる演目
『六千両後日文章 重忠館の段』。統合前の鹿塩中学校で、昭和50
年にクラブ活動として始まった大鹿歌舞伎の伝承事業は統合後も
伝統を受け継ぎ、今年40年目を迎えます。
　定期公演にも負けない来場者を前に、堂々と最後まで演じきっ
た生徒たちの姿は、またさらに成長したように見えました。

20202020202020202020202020

１１月
１５日 くみとり

２０日 プラスチック製容器包装の収集日

２５日 チラシ・雑誌等の収集日

２９日 くみとり

下旬 埋立ゴミの収集

１２月
２日 その他プラスチックの収集日

４日 ニュースポーツ大会

６日 くみとり

７日 健康まつり

９日 紙製容器包装

１１日 プラスチック製容器包装の収集日

１６日 空き缶と鉄類の収集日

１８日 新聞紙の収集日

２０日 くみとり

２５日 プラスチック製容器包装の収集日

１月
１日 元旦ウォーキング大会

上旬 くみとり

６日 平成２７年 大鹿村消防団出初式

８日 プラスチック製容器包装の収集日

１７日 くみとり

２０日 びん類・ペットボトル収集日

２２日 プラスチック製容器包装の収集日

２７日 ダンボール・牛乳パック等

３１日 くみとり

下旬 埋立ゴミの収集

記念すべき40年目―大鹿中学校歌舞伎公演会

「日本で最も美しい村・昔っこの祭典」へ参加


